
 

 

 
 

  

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度のご支援、ご協力に感謝 

Challenge Chance Change 

加古川市立志方東小学校 
令和８年３月１９日№13 

最終号      校長  

６年生ありがとう ～６年生を送る会～ ２/27 

 

寒さが和らぎ、城山をまぶしく照らす朝日の輝きに春の訪れを感じる頃となりました。 

今年度も残りわずかとなりました。２３日は卒業式、２４日には修了式を行います。２３日は７名の

６年生が小学校を締めくくります。節目の式を通して、こんなにも成長できたという姿を見ていただき

たいと願っています。当日は、保護者・ご来賓・在校生（３・４・５年生が出席）とともに盛大にお祝

いし、卒業生がこれからの「励み」となる記念の行事にしたいと思います。 

卒業・修了を前に一年をふりかえると、子どもたちは学校生活のなかで、仲間と影響し合い、育ち合

ってきました。どれもかけがえのない日々であったことと思います。もちろん集団生活ですので、思い

通りにならなかったこと、しんどい思いをしたこともあったはずです。いろんな出来事があったとして

も、仲間のおかげで「喜び」「楽しさ」「手ごたえ」を膨らませて成長できたことも多々あったことで

しょう。今振り返ると、すべて含めて成長につながる貴重な経験を積み重ねることができたのではない

でしょうか。３学期の通知表にはそのような姿を含め、お子様の成長をお伝えしております。持ち帰っ

た時には、ともに振り返っていただき、次のスタートへと勇気づけていただければと願っています。 

とりわけ今年度は、「Challenge Chance Change」と「強い心」をテーマに掲げて取り組みました。

少人数の環境だからこそ、一人ひとりにスポットがあたる場面がつくれます。生活の主人公として自分を発揮

してほしい、そして新しい自分へと磨いていってほしい（Change）。全教員でそれをめざして指導にあたっ

てきました。何といっても学校は子どもたちの成長を支援する場であり、自ら伸びようとできる「願い」を引

き出す場です。その原動力となる「願い」、別の言葉でいえば「大きな意欲」を如何に子どもたちにもたせら

れるかを日々考えてきました。それにつながるテーマでした。正直、「もっと子どもたちは変わっていけるの

ではないか」という思いがあります。また『少人数を活かす』意味でも本校に合うテーマだったのではでない

か、１年を終えて改めてそう感じているところです。引き続き掲げていきたいと思っています。 

 保護者の皆様には、1年間あたたかいご理解とご支援をいただき、心から感謝申しあげます。順風満

帆でない日も多々あったと思います。その度に陰ひなたでお子様の気持ちを支えていただきました。そ

んなお力添えがあってこそこの一年が終えられます。ご協力、本当にありがとうございました。 

そして地域の皆様、今年度も強力な「東っ子応援団体制」のもと、多大なご尽力をいただきました。

感謝しかありません。次年度はいよいよ１５０周年を迎えます。志方東地区の皆様とともに素晴らしい

足跡を刻んでいきたいと思っています。今後とも引き続きご支援、どうぞよろしくお願い致します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

2/2７（金）、バトンを受け継ぐ 5年生が中心となって「6 年生を送る会」を実施しました。下級生たち

がお世話になった 6年生に、プレゼント・インタビュー・楽しい出し物などの催しを繰り広げていきました。

下級生たちの気持ちは 6年生にしっかりと伝えることができました。また下級生たちの頑張る姿に６年生た

ちも「あとをよろしく！」と心強く感じたことでしょう。終盤、新旧児童会役員間で校旗の引継ぎや新旧通

学班長間で班旗（交通）の引継ぎをしました。最後には、卒業式でも流す思い出動画（6 年生が作成）を当

日式に出席しない 1・２年生を含め、みんなで鑑賞しました。この日の下級生たちからのあたたかい励まし

は、6年生たちの背中を大きく押してくれたことと思います。 

  



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の主な予定 

第３回学校運営協議会 ～学校関係者評価から～ 2/１９ 

最後の学校運営協議会を志方４校（３小・中学）の委員全員と各校園管理職で実施しました。全体会で

は各校園の取り組み報告を行い、多岐にわたる「地域とともにある学校づくり」を共有することができま

した。本校からは「スクールガイドの作成」と「次年度からの複式学級」について報告しました。 

 続いて学校ごとに分散会をもち、今年度の振り返りアンケート結果（児童・保護者・教職員）をもとに、

「学校関係者評価」をお世話になりました。委員様からは貴重なご意見・ご感想（主なもののみ以下記述）

をたくさんいただきました。今後の学校運営につなげていきます。  

 

     ・複式学級を見据えた取組を聞いて着々と準備されていると感じ、安心した。 

  ・１人１台の端末、子ども達が毎日活用してすばらしいと思う。 

  ・子どもたちからの本の紹介を積極的に取り入れてほしい。 

  ・紙ベースの授業も大切にしてほしい。 

    ・交流給食は、少人数の特性を生かした良い取組である。  

    ・年齢や地域の異なる児童との交流を通して、人間形成に寄与している。  

・豊かな自然環境のもと、子どもたちはすくすくとたくましく成長している。  

・学校行事での役割分担を通じて協力や役割を果たすことの大変さや必要性を学習している。   

・全員が発表する機会が保障され、小規模校のよさを活かしながら、自信を育み、「強い心」へ 

の取組がわかる。今後もいろいろな経験をさせてほしい。 

・積極的な情報発信により、学校の取組や児童の活動状況が保護者や地域に理解されている。 

・ふるさとの自然や歴史・文化などの地域の特色やよさをぜひ教えてほしい。  

・コロナ禍以降、PTAや運営委員などユニット間での交流する機会が少ない印象があるので、充    

 実させてほしい。 

 

 

 

  

教育長賞 加古川教育フォーラム ２/21          

 

 

 

市民会館での加古川教育フォーラムにおいて、いじめ防止啓発標語表彰式が

行われ、本校 6年生の長谷川寿美怜さんが教育長賞を受賞しました。舞台でこ

の標語についてスピーチをしたあと、小南教育長から賞状をいただきました。

その標語は『みんなの個性 一人ひとりの 宝物』です。「人はひとりひとり

ちがう、個性があって当然、その個性は宝物である…」大勢の人を前にして堂々

とその標語に込めた自分の思いを伝えました。 

※委員の学校関係者評価を含めた「令和７年度末 学校評価」を本校HP で公開しております。ご覧ください。 

 

１４（火）１年生給食開始  

２0（月）１年生を迎える会 １年家庭訪問～21 日 

２３（木）全国学力学習状況調査 

２５（土）授業参観日,学校運営説明会,引き渡し訓練 

２７（月）代休、 ２８（火）合同芸術鑑賞会  

 

  

７（火）始業式・着任式  11:00下校 

８（水）離任式 11:50 下校、 志方中学入学式 

９（木）入学式 11:50 下校  

１０（金）給食開始２年生以上 地区児童会 通常下校  

１３（月）全校朝会 選任式 
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６年生 「伝統を引き継ぐ会」児童集会 ３/９          

 

 

 

卒業を前に 6 年生一人ひとりが下級生へのメッセージを贈りました。

こんな学校にしてほしい、こんなことを大切にしてほしい、それを自分の

経験や味わったことをもとに具体的に伝えていきました。「自分らしさ」

「友だちを大切に」「自分から行動」「全力」「助け合い」「感謝」…。

その言葉とともに、まさにそれを体現してきたこれまでの 6年生の姿が

思い起こされました。素晴らしい卒業記念メッセージになっていました。

下級生たちみんな、6 年生の伝統を受け継ぎ、これからも素晴らしい志方

東小学校をつくっていこう！そう感じたことでしょう。 

 


